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１．研究概要、目指すところ

３．研究のアピール点、今後の展望

原子力発電によって発生する長寿命の放射性物質を減量し、廃棄物処理をしやすくするため、原子力燃料から
再処理にいたる燃料サイクル全般において関連する材料的問題について、実験的研究と理論的計算技術を併
用し、環境や安全に優れた材料開発を目指します。研究を通し、高度な技術者・研究者の育成を目指します。

「溶融酸化物の構造解析手法開発」 （図1）
燃料デブリの生成反応や事故耐性新型燃料の安全性評価には、燃料が溶ける温度（3000℃）付近まで試験が

重要です。JAEA-SPring-8、東北大、東北大、産総研と共同で3000℃までの温度で結晶構造に関する情報

(XAFS,XRD)が得られる測定方法を開発しました。現在はこの方法を用いて放射性物質である核燃料UO2の高温

測定を安全に実施できるよう装置の改良と解析方法の高度化を行っています。

「乾式再処理や溶融塩炉技術のための溶融塩基礎物性の把握」 （図2）

現行の再処理に比べ、コンパクトで金属燃料にも適用できる乾式再処理

技術開発や、安全性の高い溶融塩炉を実現するため、溶融塩燃料の様々

な物性（蒸発挙動や熱力学的基礎データ）を測定・評価しています。

「燃料デブリの性状把握」 （図3）

福島第一原子力発電所事故で発生し、取り出し検討中の燃料デブリに

ついて、その性状やFPの放出挙動、溶け落ちる際の挙動把握など、取り

出しに向けた基礎的知見を得る研究を実施しています。
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福井大学のみならず全国の共同利用研究設備や、ここにしかない実験装置を利用して研究するので、い

ろいろな装置スキルが身につきます。計算機を使ったシミュレーションにも力を入れています。

図1 高温構造解析システムの様子（左：レイアウト、右：加熱炉本体）
－加熱炉内部の赤くなっているところが3000℃まで加熱される－

図2 溶融塩炉(IMSFR)概略図

図3 作成した微粒子状摸擬デブリ
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